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サッカー4種 COVID-19対策 Q＆A 

 
Q１. 健康チェックシートを持参しなかった、あるいは記入漏れが見付かった選手・スタッフはベンチ入り不

可でしょうか。 

 

A１. 健康チェックシートを当日記入し、提示することで、ベンチ入りおよび試合出場を認めます。 
※ 学校や仕事に問題なく通っていることを前提に、体温の記入は当日分だけでよいこととします。 
※ チーム引率者および本部担当者は、予備のチェックシートを数枚常備するようにしてください。 
※ あくまで救済処置ですので、チームは再発防止に努めてください。 

 
Q２. 過去２週間に１度でも発熱があった場合は、参加不可でしょうか。 

 

A２. 試合当日に 37.5度以上の発熱がある場合は参加不可とします。過去に発熱があった場合は、学校
等の判断で医療機関で受診するなどの対応をしているはずです。医師の判断に従ってください。 
※ 直前のタイミングでの発熱などにより、医師の診断を受けられなかった場合は、参加を自粛し

てください。 
 
Q３. ガイドライン補足事項のフロー図に「ＰＣＲ検査陰性→活動継続（２週間待機）」とありますが、２週間何

を待機するのでしょうか。 

 

A３. 濃厚接触の疑いにより PCR 検査を受けた選手・指導者は、陰性の場合でも２週間はサッカーの活
動参加を停止してください。 

 
Q４. ベンチ消毒用の消毒液はチーム持参でしょうか。本部の机・イスの消毒は必要ですか。 

 

A４. 各チームで消毒液を持参し、使用後のベンチを消毒してください。本部は会場施設の消毒液を借
りるか、無い場合は恐れ入りますが、本部担当チームの消毒液でご対応ください。 

 
Q5. 保護者審判も健康チェックシートの提出は必要ですか。 

 

A５. 保護者が審判をする場合も「チーム帯同審判」として同様の扱いとします。健康チェックシートを
チームで回収してください。 

 
以上 


